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Abstract：Adults　and　eggs　of　alfalfa　weevil　were　exposed　to　low　temperature．Eggs　were　more

tolerant　than　adults　at－20～一15℃．Male　adults　were　more　tolerant　than　female　at－15～0℃，
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は　じ　め　に

　アルファルファタコゾウムシ Hypera postica

（GYLL．）の低温耐性に関する報告は多い。DAY（1971）

は成虫に餌を与えて1．7℃で飼育すると112日後の生

存率が約65％，餌を与えない場合でも約40％である

ことを報告している。アメリカ合衆国ユタ州およびカ

ナダのアルバータ州で採取された本種成虫を72日間，

一10℃にさらしたときの生存率はそれぞれ19％と

14％で，平均過冷却点は一18℃であった（PETERSON，

1960）。HSIEH and ARMBRUST（1974）は雌成虫が
一1．1℃になると産卵しなくなることを報告している。

また短時間（2分問）低温にさらしたとぎの50％致死

温度は一11．4℃であることが報告されている（Bass，

1966）。本種の卵は過冷却点が5日齢で一2L9℃，10日

齢で一23．8℃であること（ARMBRusT，4α1．，1969），

また154日間，4℃にさらすとふ化率（摂食可能な幼虫

がふ化する割合）が20％になること（COTHRAN　and

GYRISCO，1966）が報告されている。

　本種は現在九州各地で発生が確認されているが，そ

の低温耐性は不明である。このため本種の卵および成

虫を供試して予備的な調査を行った。

1．供試虫

材料と方法

　福岡市内で夏眠中の成虫を採集し，当所実験室で飼

育した。夏眠から覚めた成虫にはアルファルファを与

えた。一般に昆虫は越冬期には過冷却点が低下するな

ど（丹野，1978）低温耐性が高くなるといわれている。

そのため，Table 1に示した条件で成虫を供試するま

で飼育した。

2．低温処理

　卵・成虫とも，一20～0±1℃の低温で処理し，以下に

述べる方法で試験を行った。

　卵（3～4日令）は，湿らせたろ紙を敷いたペトリ皿

（直径9cm，高さ2cm）に100卵ずつ入れて蓋をした。

このペトリ皿を一定数用意し，所定の温度に調整した
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Fig．1．
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Container　for　cold　storage　of　adult　alfalfa

weevil.
a；fine　mesh　cloth

b；filter paper

低温恒温器に入れて，経時的に3個ずつ取り出した。そ

して，この低温処理をしたぺトリ皿を，25±1℃の定温

器に移し，10日間飼育した後に平均ふ化率を調べた。

　なお，採卵した一部の卵は，対照区とするため，前

述の湿らせたろ紙を敷いペトリ皿3個に100卵ずつ入

れ，25±１℃下で10日間飼育して平均ふ化率を調べ
た。

　また，試験中は卵の乾燥を防ぐため，ぺトリ皿内の

ろ紙に水を補給した。

　成虫は，低温恒温器内の冷気噴出口からの冷風に直

接さらされないように配慮し，Fig．1の容器に雌雄10

対ずつ入れた。この容器を一定数用意し，それぞれの

低温で処理し経時的に3個ずつ取り出して実験室内に

置ぎ，2日後に平均生存率を調べた。

　なお，低温恒温器内の乾燥を少しでも防ぐため，水

をれた腰高シャーレ1個を置いた。

1．卵

結果および考察

　本種の卵を一20～0±1℃の低温に一定期間さらし

た後の平均ふ化率を，Table　2に示した。

　0℃に150日間，一5℃に70日間さらした場合，約

1％の卵が生存（ふ化）できることが確認された。

一15℃に24時間さらした場合の平均ふ化率は，78％

であった。また，ARMBRUST，et al．（1969）によって

報告された本種の卵の5日令の平均過冷却点，　7.4 。F

（一21．9℃）に近い一20℃に12時間さらしたときの平

均ふ化率は，74％であったが，24時間後では，0.7 ％に

なった。

　対照区の平均ふ化率（26ペトリ皿の平均）が，85％

であったことから，一15℃および一20℃の低温でも，

さらされる時間が短かくて，1回であれば，卵の生存に

大きな影響を与えないと思われる。

2．成　　虫

　本種の成虫を一20～0±1℃の低温に一定期間さら

した場合の平均生存率を，Table3に示した。

　0℃で150日間，一5℃および一10℃で40日問，

一15℃で72時間生存できた個体が認められた。

一20℃では，6時間で全ての個体が死亡した。

　性別での平均生存率は，各温度とも雄よりも雌の方

が高い傾向を示した。

Table 2．Lethal　effects　of　low　temperatures　on　hatch　ability　for　eggs　of　alfalfa　weevi1

days
temperature

hours
temperature

0℃ 一5℃ 10℃ 一15℃ 一20℃

5
10

20

30

40
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90

120
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　％
77。3

78．7

67，7

78．7

74．0

69．3

29．7

19．7

8．3

1．3

　％
83．6

76．0

51．3

35．6

27．7

3．0

3．3

0．7

0．0

　％
61．7

23．7

1．0

0。7

0，0

0．0

0．0

6
12

24

36

48

72

120

　％
81．3

79．0

78．0

59．7

54．0

43、3

0．0

　％
70．0

74．0

0．7

0．0

control（25℃）85．4％
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Table 3．Lethal　effects　of　low　temperatures　on　survival　rate　of　adult　alfalfa　weevil

temperature

days 0℃ 一5℃ 一10℃

male　　female　　mean male　　female　　mean male　　female　　mean

5
10

20

30

40

50

60

70

90

120

150

　％　　　　％　　　　％
100　　　　100　　　　100

100　　　　100　　　　100

96，7　　　　　100　　　　　　　　98．3

96．7　　　　　100　　　　　　　　98．3

73．3　　　　96．7　　　　85．0

50．0　　　　76．7　　　　63．3

50．0　　　　83．3　　　　66．7

26．7　　　　　66．7　　　　　46．7

　6．7　　　　　26．7　　　　　16．7

　3．3　　　　　3．3　　　　　3．3

　0．0　　　　　3．3　　　　　1．7

　％
100

100

90．0

43．3

23．3

　0．0

　0．0

　％　　　　％
100　　　100

100　　　100
96．7　　　　　93．3

70．0　　　　　　56．7

46．7　　　　　38．3

　0。0　　　0．0

　0．0　　　0．0

　％
63．3

36．7

16．7

0．0

20．0

0．0

　％　　　％
60．0　　　　61．7

30．0　　　　　33．3

16．7　　　　16．7

3．3　　　1．7

33．3　　　　　26．7

0．0　　　0．0

temperature

hours 一15℃ 一20℃

male　　female　　mean male　　female　　mean

6
12

24

36

48

72

120

　％
6．7

0。0

13．3

0．0

0．0

0．0

0．0

　％
6．7

3．3

20．0

13．0

23．3

10．0

0．0

　％
6．7

1．7

16．7

6．7

11．7

5．0

0．0

　％
0．0

0．0

0．0

　％
0．0

0．0

0．0

　％
0．0

0．0

0．0

　PETERSON（1960）によって，アメリカ合衆国のユタ

州とカナダのアルパータ州の本種成虫の過冷却点は，

いずれも，一23.5～一13．5℃の範囲で平均は，約一18℃

であったと報告されている。

　今回の試験では，過冷却点については調べていない

が，一15℃で72時間生存する個体が認められたこと

および一20℃では，6時間で全て死亡したことから，ユ

タ州とアルバータ州の本種に近い耐寒性を有している

かもしれない。

　卵は，他の態のものより耐寒性がある（ARMBRUST，

et al.,1969）と言われているが，今回の試験の結果で

も卵は成虫より低温の影響が少なかったと思われる。

しかし，この結果から耐寒性および耐凍性について十

分な議論はできない。従って，我が国に発生している

本種の各態の過冷却点を明らかにする必要がある。
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